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税

制

整

理

案

を

論

ず

汐

見

良E

第

赤
字
財
政
の
克
服
と
薪
租
税
制
度
の
確
立

険
制
整
理
案
は
い
よ
〈
議
舎
に
提
出
せ
ら
れ
た
。
組
税
協
賛
権
は
珠
算
協
議
と
共
に
議
舎
の
重
大
震
?
あ
る
か
ら
、
議
命
日

は
決
し
て
従
制
盤
理
案
ψ-
偽
冷
み
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
持
に
衆
議
院
は
閤
民
生
活
を
安
定
せ
し
め
、
関
策
を
樹
立
す
る
と
云
ふ
二

FV

む
立
場
上
り
も
允
へ
刀
芯
る
検
討
を
川
ふ
〈
主
る
あ
ら
よ
J
3

併
し
議
舎
の
行
動
ぱ
医
釘
の
鈍
い
め
の
民
的
で
む
つ
「
は
な
ら
ヤ

p
y
て
、
吋
J
P
吋

A
ハJ
F

ノ
ー
ノ
ト
ト

建
設
的
分
子
を
含
ま
ね
ば
友
ら
ね
。
随
っ
て
除
制
整
理
案
の
修
正
た
る
も
の
も
必
中
し
も
税
率
の
引
下
げ
の
み
を
意
味
す
る
の
で
た

く
、
時
に
は
税
率
を
増
し
又
は
新
枕
目
を
加
へ
る
事
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
税
制
整
理
案
を
批
判
す
る
に
営
つ
℃
は
、

先
づ
増
税
の
出
裁
措
た
る
赤
字
財
政
の
克
服
よ
り
始
め
ね
ば
友
ら
ぬ
。

従
来
我
闘
の
財
政
は
、
将
来
一
年
に
亙
る
計
葺
た
る
議
算
の
他
に
、
将
来
十
年
に
亙
る
見
透
し
を
つ
け
る
翁
め
に
最
近
十
年
間
議

入
歳
同
概
計
表
た
る
財
政
計
護
を
品
招
来
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
過
去
五
年
間
と
一
広
ふ
も
の
は
、
経
常
部
課
算
に
於
て
歳
出
と

歳
入
の
辻
援
が
形
式
的
に
合
っ
て
ゐ
る
に
止
ま
り
、
実
質
的
に
之
を
見
れ
ば
、
常
に
不
足
を
昔
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
合
経
常
部
の
赤

字
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
意
見
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
筆
者
の
見
る
所
で
は
、
昭
和
十
一
年
度
抽
出
算
に
於
て
二
億
国
以
上
に

上
る
の
で
あ
る
。
最
近
袋
表
せ
ら
れ
た
る
昭
和
十
二
年
度
抽
出
算
は
、
歳
出
経
常
部
十
七
億
闘
に
し
て
歳
入
経
常
部
二
十
億
国
よ
り
一
一
一

挽
制
整
理
案
を
諭
ず

第
四
十
四
杏

i五

士事

f虎

五
五



税
制
整
調
案
を
論
ず

第
四
十
四
位
官

二
三
六

体

苦虎

孟
大

倍
闘
少
い
の
で
あ
る
が
、
蔵
山
内
臨
時
部
に
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
滅
洲
事
件
費
そ
の
他
を
経
常
資
と
僻
制
押
す
る
と
、
先
づ
以
て
牧
支
の

均
衡
が
保
た
れ
る
藷
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
度
迄
の
絞
常
的
赤
字
財
政
が
帰
来
に
も
結
く
事
と
な
る
と
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
起
り
、
A
U
U

撤
左
る
物
債
総
誌
に
よ
F
J

て
財
界
を
生
白
し
、
凶
民
生
活
を
危
ふ
く
す
る
懐
が
あ
る
。
幸
に
し
て
昭
和
十
三
年
度
玲
算
は
、

増
税
そ
の
他

ω
方
法
に
よ
り
経
常
的
赤
字
を
喰
止
め
ん
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
我
財
政
の
最
も
弱
い
則
が
除
か
れ
る
詳
で
あ
る
。

経
常
部
赤
字
h
T
克
服
す
る
最
も
大
な
る
財
加
は

何
と
一
言
っ
て
も
附
般
で
あ
る
。
仙
哨
枚
を
行
ふ
に
仲
川
H
利
並
み
に
牧
市
平
を
動
か
す

t'」
4
H

一
二
一
↑
山
和
般
を
改
νわ
る
と
か
の
小
刀
川
和
ー
の
あ
訟
が
あ
る
が
川

山
肢
は
か
t
h

る
川
市
民
改

f
に
湖
足
吐
や
、

現
代
終
組
問
凶
判
的
川

の
資
力
に
肱
じ
て
根
本
的
改
革
を
行
っ
た
の
で
る
る
。

第
一
は
中
央
財
政
と
地
方
財
政
と
に
通
守
る
伐
制
の
根
本
的
改
革
で
あ
る
。
我
闘
の
財
政
の
快
院
は
中
央
財
政
よ
り
も
…
却
す
る
地
方

財
政
に
存
し
℃
ゐ
る
。
現
に
由
民
山
漁
村
が
租
税
負
捨
の
弱
め
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
の
は
図
税
に
る
ら
や
し
て
地
方
税
で
ふ
る
。
市
部

が
園
校
一
闘
に
到
し
地
方
税
一
同
闘
を
負
強
す
る
に
反
し
、
郡
部
は
同
校
一
闘
に
封
し
、
地
方
税
三
閤
五
十
銭
を
負
拾
し
て
ゐ
る
。
若

し
中
央
財
政
の
み
を
眼
中
に
泣
い
て
税
制
を
整
理
し
て
ゐ
る
と
‘
結
局
は
長
山
漁
村
は
窒
息
収
態
に
抑
制
ら
ざ
る
を
符
左
い
。
設
に
桝

税
を
行
ふ
に
首
つ
で
も
、
中
央
財
政
L
」
地
方
財
政
と
の
雨
者
を
一
健
と
し
て
考
へ
、
都
都
の
聞
に
不
合
理
友
る
差
別
待
遇
を
つ
け
左

い
様
に
注
意
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
と
し
て
直
接
税
と
間
接
税
と
の
何
れ
に
増
税
す
る
か
を
考
へ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
我
閣
に
於
て
は
従
来
は
間
接
消
費
税
が

租
税
総
額
の
約
六
割
を
占
め
、
所
制
大
衆
課
税
偏
重
の
嫌
ひ
が
る
っ
た
。
今
度
は
間
接
消
費
税
を
二
割
方
引
上
げ
た
の
す
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
寧
ろ
直
接
園
税
の
引
上
げ
に
重
き
を
置
き
、
前
者
の
均
衡
を
保
つ
事
に
切
力
し
た
の
で
あ
る
。
論
者
の
中
に
は
間
接
税
の



み
を
増
徴
す
べ
し
と
唱
へ
た
人
も
あ
っ
た
。

併
し
い
や
し
く
も
闘
民
生
活
の
安
定
を
志
す
以
上
は
乗
り
難
い
相
談
で
る
る
。
叉
円

〈
、
同
哨
叫
悦
は
直
接
税
の
み
に
止
む
べ
し
と
。
併
し
直
接
税
の
引
上
げ
に
よ
っ
て

E
制
の
経
常
費
を
支
耕
せ
ん
と
せ
ば
、
現
代
経
済
機

怖
を
動
揺
せ
し
め
る
恐
れ
あ
り
、
之
れ
亦
避
け
る
必
要
が
あ
る
。
妥
す
る
に
増
税
を
前
一
一
後
続
と
間
接
税
と
の
雨
方
耐
に
於
て
行
ぴ
、

増
徴
の
程
度
は
直
接
枕
に
貫
く
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
一
は
動
産
と
不
動
産
と
の
行
、
捨
の
均
術
を
保
っ
た
事
で
あ
る
c

我
闘
の
不
動
産
は
、
所
得
税
に
於
て
牧
錠
陀
に
於
て
相
続
税
に

於
て
動
産
と
は
比
析
に
な
ら
ね
程

-mぐ
拠
舵
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
有
桜
山
パ
州
北
悼
の
設
注
の
幼
伶
な
る
時
に
於
て
は
、
之
を
優
待

す
る
の
も
止
む
を
何
之
い
所
寸
あ
ら
う
。
何
川

LA--日
は
動
産
中
心
時
代
と
桶
ぜ
ら
れ
る
程
に
有
限
読
め
住
そ
の
他
の
動
，
容
が
者
き
を
た

二
見
卜
、
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・
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U
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H
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F
E
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ド
l
l
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叫
ん

u
f
u釘
n
o
p
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h
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甘
弓
ト
ド
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官

で
な
い
。

之
れ
動
産
と
不
動
埼
L

一
の
課
叫
叫
に
別
し
て
相
wM
の
改
正
を
行
ひ
、

凶
家
経
費
の
榊
加
は
主
と
し
て
動
産
を
し
て
負
強
せ
し

め
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

第
阿
は
訟
人
と
個
人
と
の
負
捨
の
均
術
を
は
か
る
事
で
あ
る
。
過
去
に
於
け
る
企
業
形
態
は
、
所
ん
ど
倒
人
に
限
ら
れ
、
法
人
制

械
は
之
を
焚
倒
せ
ね
ば
殻
達
し
作
左
い
情
勢
に
あ
っ
た
3

然
る
に
今
日
に
於
て
は
企
業
と
一
五
ふ
問
刊
の
も
の
は
、
品
川
ん
ど
法
人
組
織
を

と
る
。
法
人
を
除
い
て
は
財
界
を
諮
る
事
が
問
来
な
い
事
怖
に
怠
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
法
人
の
税
率
が
個
人
に
比
し
て
徐
り
に
も
低

く
、
且
っ
そ
の
税
法
が
組
め
て
幼
稚
で
あ
る
か
ら
、
増
税
の
際
に
も
個
人
以
上
に
法
人
に
頼
っ
た
の
で
あ
る
。

第
五
は
非
常
時
財
源
の
漏
養
で
あ
る
。
兵
器
の
如
き
も
平
時
よ
り
之
を
準
備
す
る
必
裂
あ
り
、
一
小
素
の
準
備
如
何
に
よ
っ
て
戦
争

の
勝
敗
が
わ
比
右
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
符
で
あ
る
。
此
の
怠
味
に
於
て
戦
時
財
政
も
そ
の
趣
を
同
じ
く
し
、
平
時
に
戟
時
財
政
の
軌
道
が

険
制
準
朝
日
案
を
諭
ず

第
四
十
湖
毎

4二

Ef〉

競

:n 
七



税
制
整
理
業
を
論
ず

第
四
十
四
巻

丹、

第
二
枕

ヨ孟
丹、

出
来
て
ゐ
る
か
如
何
か
に
よ
っ
て
、
或
は
戦
時
財
政
は
軌
道
を
進
み
又
は
無
軌
道
に
走
る
の
で
あ
る
。
戦
字
が
勃
稜
す
れ
ば
、
如
何

た
る
租
税
負
婚
に
も
耐
へ
る
朗
覚
悟
が
あ
る
と
云
ふ
人
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
非
常
時
の
間
に
合
は
な
い
事
と
な
る
。
る
た
か
も
そ
れ

は
宣
戦
が
布
告
せ
ら
れ
て
か
ら
兵
器
そ
と
誌
の
へ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
我
同
聞
の
枕
円
を
眺
め
る
と
、
職
時
財
政
に
趨
寸
る
も
の
が
極

め
て
少
〈
、
之
れ
?
は
非
常
事
幼
設
の
際
に
成
増
す
る
赤
字
公
債
の
利
「
を
交
排
す
る
に
困
難
を
感
じ
財
界
が
相
常
に
混
飢
ナ
る
事

を
心
配
す
る
人
も
あ
る
の
之
れ
財
産
校
と
取
引
税
と
が
考
?
わ
れ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。

第
六
は
視
狗
行
政
の
刷
新
で
あ
る
c

同
ピ
金
制
の
印
刷
微
を
白
骨
山
一
目
す
る
の

σも
明
朗
に
込
謹
に
本
山
山
町
四
ぺ
ば
背
痛
が
ι
引
い
い
が
、
陀
舟
l

思
く
徴
牧
せ
ら
れ
る
と
人
心
に
悪
影
響
を
興
へ
る
。
税
務
行
政
関
係
指
を
旦
民
と
践
と
の
闘
方
面
に
於
て
進
歩
せ
し
め
、
封
建
的
精
紳

よ
り
解
放
し
近
代
的
色
彩
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
六
目
標
を
掲
げ
て
之
案
し
た
の
が
ん
F

円
の
校
制
整
理
案
で
あ
る
。
之
れ
本
案
が
租
枕
に
校
本
的
改
革
を
行
ふ
も
の
と
・
五
は

れ
る
所
以
で
あ
る
。

赤
字
財
政
を
克
服
し
同
時
に
新
租
税
制
度
を
樹
立
す
る
事
が
税
制
整
取
の
眼
目
と
友
っ
て
ゐ
る
。
然
ら
ぽ
新
租
位
制
度
奈
が
如
何

た
る
内
容
を
持
っ
て
ゐ
る
か
、
以

F
現
租
役
制
度
と
比
較
し
て
之
を
研
究
し
度
い
。

第

現
租
税
制
度
と
新
租
税
制
度
案
と
の
比
較

税
制
品
経
理
策
は
現
租
税
制
度
の
綴
ぎ
剥
ぎ
で
な
く
杢
憶
と
し
て
一
つ
の
有
機
的
統
一
慌
を
な
し
て
ゐ
る
。
従
り
て

菩
殺
は
良
品
叩
な

り
、
新
税
は
忠
枕
た
り
」
と
の
信
僚
に
片
鳴
き
、
現
在
の
租
晩
制
度
を
唱
守
せ
ん
L
」
す
る
人
に
と
っ
て
は
か
な
り
思
ひ
切
っ
た
-
も
の
で

あ
る
。
同
時
に
財
界
の
賞
以
そ
一
切
佐
川
品
川
し
て
、
高
踏
的
危
る
よ

l
ト
ピ
ヤ
を
描
ぐ
八
に
と
っ
て
は
喰
ひ
足
ら
ぬ
か
も
知
れ
む
。
州
判



し
事
者
は
そ
の
中
川
の
道
を
辛
み
、
川
凶
作
ハ
U

貨
怖
を
季
唱
し
つ

λ
析
し
き
肌
税
制

h

吃
を
樹
~
止
し
一
段
・
¥
此
の
な
味
に
於
て
品
川
制
怒
川
内

実
に
同
意
し
交
い
の
で
あ
る
。

現
祖
位
制
度
が
凶
徒
と
地
方
位
と
の
こ
つ
の
鰐
系
主
り
な
っ
て
ゐ
る
に
対
し
、
新
組
枕
制
度
奈
は
同
枕
し
」
地
万
段
L

」
地
万
財
政
調

格
交
付
金
と
の
一
一
一
つ
の
樽
系
を

h
し
て
ゐ
る
。
表
示
し
て
梢
背
を
比
較
1
れ
ば
失
の
如
く
で
る
る
。
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一
、
地
方
財
政
剖
整
交
付
金
相
系

約
一
府
牒
へ
の
交
付
金
一
説
概
お
か
一
側
相

市
町
村
へ
の
交
付
金
(
地
租
家
脱
税
の
金
制
(
現
地
還
付

{
管
業
牧
孟
税
の
令
制

市
町
村
立
尋
常
小
事
校
教
員
体
給
公
(
道
府
豚
支
判
)

本
表
を
見
て
第
一
に
気
付
〈
事
は
、
従
来
の
闘
税
関
系
と
地
方
税
鰐
系
と
の
二
本
立
て
と
な
ら
ん
で
地
方
財
政
利
整
交
付
金
の
偶

系
が
新
た
に
設
け
ら
れ
三
本
立
て
と
友
っ
た
事
で
あ
る
。
地
方
財
政
調
整
交
付
金
は
内
務
省
地
方
肪
が
始
め

τ唱
へ
各
政
窯
が
朱
つ

て
之
を
支
持
し
た
の
で
る
っ
た
が
、
高
橋
大
政
大
臣
の
反
刻
の
矯
め
に
成
立
せ
十
、
僅
か
に
臨
時
町
村
財
政
補
給
金
た
る
形
で
共
の

精
榊
を
侮
へ
た
の
で
あ
る
。
此
度
び
馬
場
大
蔵
大
臣
が
之
を
採
用
し
た
事
は
大
に
意
義
の
あ
る
所
で
る
る
。
地
方
財
政
澗
終
交
付
合



整

は
三
つ
の
方
訟
を
有
し
て
ゐ
る

9

第
一
は
道
府
腕
に
所
得
税
の
二
割
と
資
本
利
子
枕
の
金
制
と
を
一
定
標
準
に
基
き
交
付
す
る
方
法

で
あ
る
。
第
二
は
市
町
村
へ
の
交
付
金
で
あ
る
が
.
家
屋
殺
と
地
租
と
は
徴
牧
地
た
る
市
町
村
に
共
の
ま
L

に
還
付
し
替
業
牧
谷
撹

は
一
定
標
準
に
基
き
市
町
村
に
交
付
す
る
の
で
あ
る
。
弁
て
政
友
舎
の
問
へ
て
ゐ
た
雨
続
委
譲
論
の
精
一
岬
は
之
に
よ
り
遼
せ
ら
れ
た

識
で
あ
る
。
第
三
は
市
町
村
立
尋
常
小
事
校
数
民
俸
給
突
を
道
府
燃
で
支
排
す
る
事
で
あ
っ
て
、
市
町
村
は
寺
山
吊
小
曲
学
校
の
教
員
体

給
費
を
一
切
負
捨
し
友
〈
て
済
む
の
で
あ
る
。
民
政
黛
の
主
張
し
て
ゐ
た
義
務
教
育
費
全
額
園
庫
負
携
の
原
則
は
多
少
の
鑓
形
は
あ

る
が
之
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
っ
か
く
考
へ
る
I
E
地
方
財
政
調
繋
交
付
金
の
立
法
は
?
止
に
一
石
コ
一
烏
で
あ
る
。

地
方
役
髄
系
等
と
し
C
一
日
月
ず
べ
き
は
、

従
山
市
ぽ
道
府
燦
悦
寸
あ
っ
た
家
屋
ぬ
が
中
央
に
砂
川
日
せ
ら
れ
て
凶
悦
と
な
っ
た
事
と
地

且、

F
K
3
E
吐・

FJ会主
K
亡札

rt〉
ー
す

H
司
王
立
主
J

-

2

リ¥か
1e
一TF告
L
1

日
己
〉
、

A
J
d
、

z
z，

E
E
Z
f
r
l
f
b
4
3
ι
f
u
R
ヵ
f
t〕

4
e
f
u
l
-
-
二
主
〆
五
げ
早
川
円
U
初
占
t
I
3

市
川
村
附
加
減
一
が
J

ハ
則
)
を
越
ゆ
る
を
斜
危
〈

な
っ
た
事
と
所
得
税
の
附
加
挽
が
本
校
の
三
前
(
道
府
螺
税
附
加
税
が
一
訓
、
道
府
牒
へ
交
付
す
る
地
方
財
政
調
整
」
父
付
金
が
一
一
剣
山
)

を
趨
ゆ
る
を
待
な
く
た
っ
た
事
と
雑
種
検
特
別
枕
を
整
埋
し
た
事
と
戸
教
訓
を
廃
止
し
共
の
代
り
に
所
得
枕
を
納
め
て
ゐ
な
い
人
に

十
一
闘
以
下
の
住
民
税
を
設
け
た
事
と
で
あ
る
。
帝
闘
農
舎
は
之
に
よ
り
農
民
の
負
捨
が
地
主
と
云
は
や
小
作
農
と
云
は
や
自
作
農
と

云
は
中
大
館
陀
於
て
半
減
す
る
も
の
と
停
へ
て
ゐ
る
。
租
税
負
捨
の
不
公
平
に
よ
る
都
市
と
農
村
と
の
相
加
が
除
去
せ
ら
れ
、
地
方

稔
重
墜
を
緩
和
す
る
事
に
よ
っ
て
生
や
る
農
村
の
購
買
力
の
増
加
が
都
市
の
療
業
界
金
融
界
を
刺
成
す
る
事
と
た
れ
ば
、

そ
れ
だ
け

で
も
新
枕
法
案
は
大
在
る
故
田
市
を
費
す
事
と
友
る
の
で
あ
る
。

岡
税
関
系
の
改
正
に
つ
い
て
最
も
中
心
と
友
る
問
題
は
所
得
院
の
改
疋
で
る
る
。
法
人
の
課
税
が
従
来
よ
り
も
重
く
友
っ
た
事
と

第
二
種
所
得
を
第
三
種
所
得
に
綜
合
す
る
事
を
原
則
に
し
た
事
と
同
債
利
子
K
課
税
す
る
事
と
株
式
配
営
金
に
封
し
て
は
四
割
控
除

税
制
整
現
案
を
論
ず

第
四
十
回
答

四

第
二
挽

ノ、



校
制
整
理
案
を
諭
ず

第
四
十
四
巻

四

~， 

銃

六

を
陵
止
す
る
と
共
に
共
の
一
万
本
を
得
る
に
要
し
た
る
負
債
の
利
子
を
控
除
す
る
事
と
免
税
黙
を
千
二
百
函
よ
り
千
闘
に
下
げ
た
喜
左

累
進
税
率
を
相
営
息
ひ
切
っ
て
引
上
げ
た
事
と
が
改
正
の
要
賠
で
あ
る
。

牧
谷
税
は
家
屋
税
を
関
税
に
移
管
す
る
事
に
よ
っ
て
動
産
(
資
本
利
子
税
)
不
動
産
(
地
租
・
家
屋
税
)
営
業
(
営
業
牧
盆
税
〉
の
三
方

同
に
筋
が
通
為
市
す
と
友
る
。
常
業
牧
径
院
は
免
税
執
を
四
百
闘
よ
り
六
百
闘
に
引
上
げ
小
山
常
業
者
の
負
拾
を
較
か
ら
し
め
た
。
資
本

利
子
税
は
闘
債
利
子
を
除
雪
凡
て
税
率
を
引
上
げ
従
来
の
一
本
立
て
を
三
本
立
て
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
向
、
資
本
利
子
税
は
道
府
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A

繰
入
れ
た
か
ら
、
収
毎
税
の
財
源
は
中
央
財
政
の
牧
入
に
は
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
中
央
財
政
に
於
て
は
財
産
税
か
札
制
緩
税

に
代
り
所
得
税
を
補
完
す
る
役
目
を
つ
と
め
る
誇
と
友
っ
て
ゐ
る
。

動
的
財
産
税
た
る
相
締
役
の
給
率
は
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
た
が
、
諜
税
偵
特
三
苗
同
附
以
ト
の
家
円
以
相
新
に
つ
い
て
は
扶
養
家
族
性

除
(
課
税
債
格
よ
り
相
続
開
始
首
時
被
相
頼
人
と
同
居
せ
る
家
族
中
年
齢
十
八
放
米
浦
和
は
六
十
故
以
上
の
一
者
叉
は
不
具
痕
疾
者
一

人
に
付
千
闘
を
控
除
す
)

を
認
め
、
不
動
産
が
過
半
を
占
め
て
ゐ
る
財
産
に
は
年
賦
延
納
期
間
を
七
年
よ
り
十
年
に
延
長
し
た
の
で

あ
る
。
静
的
財
産
税
た
る
財
産
税
は
所
持
続
宇
一
補
完
す
る
意
味
に
於
て
同
時
に
非
常
時
財
源
を
平
時
よ
り
用
意
す
る
意
味
で
設
け
ら

れ
た
の
で
る
る
。
法
人
の
財
産
税
は
各
事
業
年
度
の
資
本
金
額
に
到
し
千
分
の
一
・
五
の
従
卒
を
賦
課
し
法
人
は
少
〈
と
L
十
五
嗣

の
財
産
税
を
納
比
る
事
と
た
っ
て
ゐ
る
c

個
人
の
財
産
税
は
三
寓
凶
以
上
の
財
産
の
み
に
諜
L
税
率
は
千
分
の
一
で
る
る
c

個
人
口

財
産
の
憤
絡
は
原
則
と
し
て
毎
年
一
周
一
日
現
在
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、

土
地
叉
は
荏
物
hu
傾
絡
と
借
地
法
に
依
る
借
地
楼
の
侭
衿

と
地
上
権
及
永
小
作
粧
の
仮
防
相
(
共
の
賃
貸
依
絡
に
似
数
を
一
来
十
)
と
間
四
位
、

地
方
位
、
枇
伍
又
は
株
式
と
定
則
金
若
は
郵
便
年
今
一
又



は
此
等
の
性
質
を
有
す
る
給
付
を
受
く
る
権
利
等
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
特
別
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
個
人
財
産
に
闘
す
る

此
の
評
債
方
法
は
問
中
に
財
産
税
に
混
用
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
や
相
続
投
及
び
鷲
総
税
に
も
膝
閉
そ
見
る
の
で
あ
る
。
向
、
替
利
を
日

的
と
せ
ざ
る
法
人
に
し
て
所
得
税
法
共
の
他
の
法
律
に
依
り
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
た
い
符
に
は
財
産
佼
を
課
せ
十
、
更
に
個
人
の
財

還
で
あ
っ
て
も
行
地
租
法
共
の
他
の
法
律
に
依
り
地
租
を
課
せ
ざ
る
土
地
及
共
の
士
地
に
生
立
す
る
竹
木

(二〕
<1正

屋
税
法、
に
依
り
<1< 

屋
品
怖
を
課
せ
ざ
る
建
物

l~，l 
資

重
要
美
術
品
及
史
蹟
名
勝
突
然
記
念
物

四
家
安
及
生
活
に
必
要
た
る
家
具
・
什
器
、
衣
服
、

装
身
具
等
に
は
財
産
税
伊
一
刊
流
し
た
い
事
と
た
っ
て
ゐ
る
コ

流
通
税
と
し
て
は
従
来
は
侭
俗
流
通
枕
の
み
が
畿
運
し
て
ゐ
た
が
、
今
度
は
財
産
流
一
直
佐

'p-
し
て
有
償
誰
忽
移
持
挽
と
取
引
舵
と

ル
比
川
川
村
川
駅
司
中
を
品
稲
川
川
し
た
ハ
で
お
る
n

川
市
紙
視
は
去
は
役
山
市

rf川
H

L

げ
リ
ん
は
比
例
悦
佐
川
引
は
校
、
引
噴
出
民

L
た
の
こ
あ
z
v
u

1~ 

fi1r 
J，)~. 

引
枕
は
税
率
九
色
引
上
げ
る
よ
事
と
し
た

3

出
』
昨
部
!
杭
は
、
不
動
産
及
び
舶
舶
に
つ
い
て
は
率
を
引
下
げ
、
共
他
の
場
合
に
は
卒
を
引
上
げ

売
の
で
あ
る
。
有
償
詮
器
移
樽
枕
は
同
僚
議
b

俗、

地
方
市
諸
家
、
社
借
家
、
産
業
債
谷
、
商
工
依
山
知
、
株
深
夜
外
国
詮
券
を
費
目
、

変
換
、
府
典
、
遺
防
相
等
の
原
因
に
よ
り
取
得
L
た
る
汗
に
課
す
る
の
で
あ
一
る
G

叫
似
葎
は
問
問
偵
詮
山
叫
に
つ
い
て
は
取
符
償
額
の
高
分
の
五
.

共
他
の
有
償
諮
努
に
つ
い
て
は
市
内
分
の
十
?
と
な
っ
て
ゐ
る
。
但
し
右
傾
詮
法
仲
良
人
一

-ZH受
人
と
す
る
場
合
(
閥
抗
詮
雰
は
高
分
の

二
、
共
他
は
寓
分
の
四
)
と
取
引
所
の
貨
物
市
場
に
於
け
る
戸
質
問
に
依
る
移
轄
の
場
合
(
園
債
は
町
内
分
の
三
・
五
、
共
他
は
高
A
A
の
七
)

と
に
艇
減
を
加
へ
て
ゐ
る
。
取
引
税
は
日
営
業
者
に
針
し
共
の
民
営
業
(
個
人
四
百
業
収
提
税
法
に
一
五
ふ
所
の
出
品
業
と
大
隣
同
ビ
)

と
し
て

行
ふ
取
引
に
課
税
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
普
通
の
税
率
は
千
八
刀
の
一
で
あ
る
が
百
貨
応
業
者
の
一
百
貨
庖
に
於
け
る
取
引
に
つ
い
て
は

千
分
の
三
を
課
す
る
世
帯
と
な
っ
て
ゐ
る
。
但
し
前
年
中
の
取
引
金
額
が
三
寓
闘
に
満
た
友
い
時
に
は
共
の
年
四
月
一
日
よ
り
翌
年
一
二

続
制
整
班
案
世
論
ず

第
四
十
四
巻

四

第

腕

六



級
制
整
理
業
を
前
ず

第
四
十
四
巻
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月
叶
一
日
ま
で
の
期
間
の
取
引
に
つ
き
取
引
税
を
納
め
る
事
を
裂
し
た
い
。

リ
人
心
行
償
詩
な
移
特
税
又
は
取
引
所
取
引
税
を
課
せ
ら
れ

る
取
引
に
は
流
通
税
関
の
二
軍
課
税
を
避
け
る
矯
め
に
取
引
枕
を
課
し
友
い
事
と
友
っ
て
ゐ
る
が
、

取
引
所
取
引
税
を
課
せ
ら
れ
る

商
品
の
資
質
取
引
に
し
て
交
波
に
上
り
決
済
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
は
取
引
税
を
課
す
る
の
で
る
る
。

恥
引
税
を
諜
せ
な
い
取
引
と
し
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h
E
自
己
の
牧
獲
し
た
る
農
産
物
、
林
長
物
、
高
産
物
若
く
は
水
産
物
の
販

h

買
え
は
こ
れ
を
版
刈
と
し
て
裂
泊
若
く
は
加
工
し
た
る
物

の
販
賓
が
象
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

消
費
税
に
つ
い
て
は
マ
ッ
チ
舵
の
如
き
新
税
を
起
し
た
り
メ
は
通
行
段
、
醤
油
税
、
綿
織
物
消
費
税
の
如
き
藷
税
を
復
活
す
る
立

見
が
あ
っ
た
が
此
等
の
大
衆
課
税
は
凡
て
中
止
し
た
c

然
し
燃
料
副
策
と
し
て
揮
護
油
税
そ
新
た
に
起
す
外
に
酒
枕
と
与
育
局
谷
金

と
砂
精
消
費
税
と
織
物
消
費
税
と
を
凡
て
引
上
げ
た
。
但
し
直
接
関
税
の
引
上
げ
に
比
す
る
と
間
接
消
突
枕
の
引
上
げ
が
側
め
て
程

度
の
軽
い
も
の
で
あ
る
の
は
之
を
忘
れ
て
は
な
ら
お
。
消
費
総
の
中
で
最
も
重
大
な
る
は
酒
税
で
あ
り
特
に
今
度
の
酒
税
法
の
創
設

は
貨
に
劃
期
的
立
法
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
従
来
の
酒
造
役
法
、
酒
精
及
酒
精
含
有
飲
料
税
法
、
奏
酒
位
法
等
の
八
法
律
を
廃
止
し

て
酒
税
法
を
新
た
に
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
酒
類
を
第
一
類
清
酒
(
醸
造
清
酒
)
、
第
二
類
清
酒
(
合
成
清
酒
)
、
白
酒
、
味
淋
、
萎
酒
、

果
貫
一
沼
、
雑
種
と
に
分
ち
、
力
を
注
い
だ
の
は
第
一
類
清
酒
で
あ
る
。
部
ち
消
税
は
増
税
せ
ら
れ
た
が
、
庫
出
税
制
度
と
従
質
税
制



度
と
販
寅
免
許
制
度
と
を
併
用
し
た
か
ら
業
者
に
封
し
て
は
打
撃
が
M

閉
め
て
少
い
筈
で
あ
る
。
砂
糖
消
突
枕
は
枕
翠
の
引
上
と
飴
の

課
税
と
砂
糖
課
税
標
本
色
相
の
改
正
と
に
於
て
注
目
す
べ
き
整
理
が
行
は
れ
た
。

最
後
に
注
目
す
べ
き
は
、
新
技
と
し
て
検
問
統
制
枕
と
外
岡
貿
易
統
計
税
と
一
五
ふ
目
的
税
が
設
け
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
陥
出
統
制

税
は
外
国
貿
易
の
進
展
の
矯
め
に
必
婆
な
る
経
費
に
芳
つ
る
た
め
輸
出
又
は
積
反
す
る
特
定
物
口
聞
の
後
逸
債
格
を
課
枕
標
準
と
し
て

愉
出
叉
は
積
反
の
申
告
者
よ
り
徴
牧
ず
る
も
の
で
あ
る
。
百
分
の
一
又
は
千
分
の
五
の
軽
率
で
あ
り
且
つ
目
的
挽
で
あ
る
か
ら
業
者

h
f
慶
迫
ず
る
事
は
無
い
槍
一
口
で
あ
る
。
外
岡
貿
易
統
計
倹
は
、
求
償
制
度
と
か
割
営
制
度
と
か
の
行
は
れ
て
ゐ
る
今
日
に
於
℃
は
、
川
咋

闘
貿
易
統
計
を
改
苔
ず
る
矯
め
に
是
非
共
に
必
要
の
も
の
で
あ
る
。
我
閣
の
外
調
貿
易
統
計
の
中
で
償
額
が
比
般
的
疋
確
に
判
つ

τ

b
ゆ
訂
つ
斗
J
h

t
t
o
U
J
W
 

輸
入
貿
易
中
の
有
税
コ
問
中
の
市
も
従
慣
院
の
行
は
れ
て
ゐ
る
口
問
ほ
の
み
に
限
ら
れ
ど
ぬ
る
。
輸
出
資
H

却
の
全
部
、

斬t
入

貿
易
中
の
無
税
口
聞
の
全
部
、
従
回
一
旦
院
の
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
の
全
部
は
可
な
り
快
貼
あ
る
方
法
で
償
額
が
算
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る

3

持

に
震
替
相
場
の
動
揺
の
烈
し
き
今
日
に
於
て
は
外
国
貿
易
統
計
の
完
備
は
焦
眉
の
念
で
る
る
。
外
岡
貿
易
統
計
税
は
僅
か
千
分
の
一

の
艦
率
で
あ
る
が
、
此
の
方
面
に
多
大
の
貢
献
を
す
る
も
の
と
信
巳
て
ゐ
る
。

第

新
租
税
制
度
実
に
封
ナ
る
批
判

三
十
億
闘
の
劃
期
的
議
算
を
編
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
共
れ
が
貸
す
副
作
用
を
消
去
し
財
政
財
界
の
安
全
感
を
保
つ
矯
め
に
行

は
れ
た
の
が
今
回
の
枕
制
整
瑚
案
で
あ
る
。
か
く
し
て
六
億
閣
の
図
稔
を
増
し
三
億
闘
の
地
方
税
を
減
や
る
大
事
業
が
議
ぜ
ら
れ
て

ゐ
る
ゆ
と
の
税
制
格
理
案
を
貰
い
て
ゐ
る
精
榊
は
枇
舎
正
義
の
要
求
で
あ
る
が
同
時
に
現
代
経
済
機
構
を
悶
漏
に
運
行
せ
し
め
以
て

財
界
を
し
て
安
定
を
保
た
し
め
る
様
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
吐
A

菅
直
義
を
過
度
に
要
求
す
る
事
は
現
代
経
済
機
構
そ
れ
自
韓
を
否

積
制
整
理
案
を
論
ず

第
四
十
回
毎

四
五

第
二
貌

六
五



続
制
整
理
案
を
論
ず

第
四
十
四
巻

二
四
六

第

旗

~ ノ、
占ノ、

定
す
る
事
に
も
な
る
が
、
財
界
の
目
先
き
の
安
定
に
執
着
す
る
の
飴
り
枇
合
同
正
義
の
要
求
を
全
間
的
に
川
配
給
す
る
事
は
却
で
現
代
祉

舎
の
存
立
を
危
く
す
る
結
山
本
と
左
る
。

原
則
的
に
云
っ
て
筆
者
は
今
岡
の
税
制
整
型
案
の
精
榊
に
共
同
町
ず
る
も
の
で
あ
る
。
臨
時
部
の
赤
字
を
赤
字
公
依
で
賄
ふ
の
は
や

む
争
得
友
い
と
し
て
も
、
赤
字
公
債
の
利
息
を
更
に
赤
字
会
債
で
賄
ふ
し
」
云
ふ
式
の
財
政
政
策
で
あ
る
と
、
現
代
経
済
機
織
の
照
来

を
暗
か
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
赤
字
公
債
の
消
化
力
が
問
題
と
な
り
物
倒
陀
員
協
持
動
揺
が
一
以
々
せ
ら
れ
て
ゐ
る
際
で
あ
る

か
ら
、

粧
品
市
費
は
経
常
取
入
を
以
円
、
之
を
茨
耕
世
よ
と
む
際
則
を
巌
当
寸
ベ
く
此
附
制
に
於
「
仁
木
者

ω税
制
整
割
案
に
純
封
に
賛
成
で

あ
る
。
然
ら
は
如
何
に
し
て
埼
枕
を
行
ふ
か
と
な
る
と
、
六
日
棋
を
掲
げ
以
て
根
本
的
税
制
改
革
に
過
進
ず
る
駄
に
於
で
政
府
案
と

意
見
を
同
じ
く
す
る
。
然
し
政
府
案
は
少
し
〈
行
き
過
ぎ
で
は
た
か
ら
う
か
、
多
少
の
修
正
監
加
ふ
る
必
要
-
な
き
ゃ
を
忠
ふ
が
故
に
.

此
の
意
味
に
於
て
僚
件
附
賛
成
で
あ
る
。
然
る
に
税
制
整
瑚
案
に
封
し
財
界
の
護
表
し
た
る
芯
見
を
見
る
に
、
筆
者
と
は
徐
り
に
も

時
代
の
認
識
を
具
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
順
序
を
迫
ひ
具
際
的
に
説
明
を
加
へ
た
い
。

第
一
に
考
ふ
べ
き
は
中
央
財
政
と
地
方
財
政
と
に
通
や
る
根
本
的
改
革
で
あ
る
が
、
地
方
附
加
税
の
制
限
を
厳
守
す
る
事
左
不
公

平
の
聯
想
b
q」
件
ふ
戸
数
割
hq-
此
際
に
全
陵
す
る
事
と
に
よ
っ
て
農
山
漁
村
の
組
枕
一
虫
駆
を
少
し
で
も
緩
和
せ
し
め
以
て
岡
民
生
活
の

安
定
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。
此
黙
に
於
で
は
誰
し
も
異
存
の
無
い
筈
で
あ
る
が
、
論
者
の
中
に
は
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
原
枇

そ
れ
自
慢
に
疑
を
掃
む
人
も
あ
り
戸
数
割
を
字
額
は
存
せ
し
む
べ
し
と
云
ふ
人
も
あ
る
。
地
方
財
政
調
整
交
付
金
は
政
黛
こ
ぞ
っ
て

之
を
支
持
し
内
閣
審
議
舎
が
之
を
採
用
し
巳
に
決
定
し
た
る
問
題
で
な
い
か
。
戸
数
割
は
僚
交
の
完
全
し
賓
情
の
伴
は
ざ
る
之
よ
り

甚
だ
し
き
は
無
し
と
云
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
字
額
を
存
置
せ
し
め
る
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
都
市
に
於
て
は



所
得
税
附
加
給
が
本
税
の
下
制
見
立
な
る
に
拘
ら
守
護
山
漁
村
氏
は
戸
数
割
が
所
符
殺
の
数
倍
に
上
る
所
が
あ
る
。
農
山
漁
村
は
郎

市
よ
り
も
重
く
租
枕
を
負
捨
す
べ
し
と
兵
ふ
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
限
り
戸
数
割
を
根
本
的
に
改
迭
す
る
か
又
は

戸
数
割
を
全
廃
し
て
住
民
税
を
設
く
べ
き
で
あ
る
。
但
し
地
方
附
加
税
の
制
限
卒
の
定
め
方
と
戸
数
刻
に
代
る
住
民
税
の
定
め
方
ム
」

の
程
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
更
に
考
へ
直
す
徐
地
が
存
し
て
ゐ
る
。

凶
税
の
第
一
と
し
て
所
得
税
の
改
正
を
考
へ
る
ω

株
式
配
故
金
の
四
割
神
社
除
の
廃
止
、
第
二
種
所
得
の
綜
合
課
税
の
原
則
の
献
し
仏
、

累
進
枕
李
の
引

K
げ、

い
づ
れ
も
之
を
賓
現
せ
ね
ば
た
ら
む
。
併
し
・
株
式
配
償
金
の
四
割
控
除
の
陵
止
と
第
二
種
所
得
の
綜
合
課

株
主
義
の
確
立
と
累
進
税
率
の
引
上
げ
と
の
三
つ
が
一
度
に
起
っ
た
の
に
討
し
不
千
が
出
て
ゐ
る
。
枇
命
日
正
義
の
原
則
の
要
求
か
ら

見
て
仲
間
川
市
の
一
唱
で
あ
い
る
が
、
位
陰
の
過
下
山
が
揃
つ
℃
川
は
る
州
に
財
旧
叶
の
安
定
を
干
す
る
尚
一
が
あ
る
。

第
二
施
別
相
川
町
ち
金
融
資
本

閥
係
の
所
得
に
別
し
て
は
相
作
曲
に
選
慮
し
ナ
一
、

或
は
搾
除
合
一
定
の
方
訟
を
搾
る
と
か
、

ズ
は
闘
佑
の
和
一
ゴ
、

保
行
玖
金
め
刺
子

貸
付
信
託
の
利
徒
に
封
し
で
は
「
営
分
の
内
」
綜
合
課
税
を
留
保
す
る
と
か
の
方
法
を
講
じ
、
源
泉
課
税
よ
り
綜
合
課
税
へ
選
進
す
る

事
に
よ
っ
て
生
や
る
摩
擦
を
磁
力
避
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

土
地
、
家
展
、
営
業
、
勤
勢
に
よ
る
所
得
が
累
進
枕
李
を
課
せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
に
、

一
ー
た
が
第
二
種
所
得
の
防
域
に
踏
み
込
む
と
大
レ
ン
ト
ナ
ー
も
小
レ
ン
ト
ナ
ー
も
比
例
殺
を
負
捨
し
而
も
第
三
種
所
得

の
大
部
分
は
相
績
読
を
売
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
c

か
h-A

る
差
別
待
遇
を
常
然
の
事
と
し
て
強
行
し
て
行
く
の
は
果
し
て
安
営
で
る
ら

う
か
。
投
法
が
金
融
機
関
を
脅
す
事
は
財
界
の
安
定
の
上
よ
り
避
け
ね
ば
怒
ら
ぬ
が
、
税
法
に
大
な
る
治
外
法
械
を
設
け
る
事
に
よ

っ
て
始
め
て
金
融
機
関
が
す
.
迷
し
共
の
治
外
法
楼
を
多
少
で
も
縮
め
る
ん
」
金
融
機
関
が
大
打
撃
を
受
け
る
と
一
五
ふ
形
は
我
闘
の
金
融

機
闘
の
買
力
よ
り
見
て
面
白
〈
友
い
の
で
あ
る
。
又
株
式
配
賞
金
の
み
四
割
を
控
除
し
他
の
所
得
と
差
別
を
つ
け
る
事
は
如
何
に
も

税
制
整
理
案
を
諭
ず

第
四
十
四
巻

四
七

宮存

続

七



税
制
整
斑
案
を
論
ず

第
四
十
四
巻

四
A 

第

>JX 

六
八

不
合
理
で
あ
る
か
ら
、
之
を
是
医
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

G

併
し
枕
刺
殺
理
案
を
共
佳
に
賓
施
す
る
事
に
は
具
、
議
が
あ
る
。
第
一
に
税
率
の

k
り
方
を
緩
和
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
株
式
配
常
金
の
四
割
控
除
を
俄
か
に
撤
廃
す
る
代
り
に
「
常
へ
刀
の
内
」
二
割
控
除
と
す
る

の
が
穏
常
で
無
か
ら
う
か
。
第
三
種
所
得
に
つ
い
て
も

7

時
間
分
の
内
」
の
一
保
項
を
岡
債
利
子
及
び
銀
行
預
金
の
利
子
及
び
貸
付
信
託
の

利
採
の
み
に
限
ら
や
、

地
方
債
利
子
枇
債
利
子
に
双
山
叫
す
の
も
一
万
訟
で
あ
る
。

然
し
尭
税
黙
を
千
闘
に
引
下
げ
る
外
は
所
得
税
を

凡
て
現
状
の

thh
に
泣
き
株
式
配
常
金
は
間
対
抗
凡
除
を
維
持
せ
よ
第
二
種
川
川
刊
の
加
来
諜
枕
り
「
山
品
分
の
一
内
」
に
止
ま
ら
や
瓜
久
に
川

-1ド
l

ご
、
，

:
2
4

定
E

》

z
t‘5
3
q
1
J
r

人

F
i
r
-

」
ヨ
引
J
9
ミパ」
4d引
巾

K
措

L
て
り

泌
識
を
阻
d
v
k
f
ろ
当
者
は
符
ふ
る
川
計
一
知
ら
た
い
の
で
あ
る
ゆ

相
績
税
の
税
率
の
引
上
げ
の
問
題
で
あ
る
が
、
第
一
一
稜
所
何
の
源
泉
課
税
を
廃
止
し
相
積
殺
の
課
税
物
件
が
洩
れ
な
〈
調
査
せ
ら

れ
る
際
で
あ
る
か
ら
、
飛
躍
的
の
引
上
は
之
を
緩
和
す
る
必
要
が
あ
る
己
向
、
相
績
税
の
現
物
給
付
の
問
題
で
あ
る
が
、
貨
幣
粧
済

の
行
は
る
る
現
代
経
済
粧
品
目
に
於
て
は
現
質
問
題
と
し
て
は
賓
行
不
可
能
た
り
と
答
へ
る
外
-
泣
い
。
財
産
債
絡
が
下
落
し
た
時
に
納

税
者
の
要
求
に
上
り
現
物
給
付
を
詐
す
の
で
あ
れ
ば
、
逆
に
財
産
債
格
が
騰
貴
し
た
所
に
岡
家
は
現
物
給
付
を
要
求
し
符
ぺ
き
壮
一
日
で

あ
る
。
叉
俄
り
に
現
物
給
付
を
受
く
る
と
し
て
、
共
の
範
閣
を
如
何
に
定
め
る
か
共
の
現
物
の
選
捧
を
岡
家
が
握
る
か
納
税
者
が
握

る
か
が
難
問
題
で
あ
る
。
此
の
問
題
は
林
業
家
の
苦
し
き
燈
験
よ
り
出
た
も
の
で
あ
っ
て
一
際
は
同
情
を
す
る
が
、
山
林
の
評
価
閣
と

か
年
賦
延
納
期
間
と
か
の
方
法
で
国
家
が
緩
和
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
林
業
家
も
全
財
産
を
山
林
に
集
中
し
山
林
以

外
に
殆
ん
ど
他
の
財
産
を
持
っ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
時
代
錯
誤
の
方
針
よ
り
鰹
む
ぺ
〈
、
閥
均
相
ま
つ

τ回
満
去
る
解
決
に
進
ま
ね
ば

左
ら
お
。

最
も
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
財
産
税
と
取
引
税
と
で
あ
っ
て
、
本
問
題
と
直
接
劇
係
を
有
し
て
ゐ
左
い
手
形
交
換
所
ま
で
が
轍



同
の
要
求
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
非
常
時
局
が
解
消
せ
り
と
断
言
し
且
つ
断
言
し
得
る
力
を
有
L
て
ゐ
る
の
で
あ
れ
ば
兎
に
角
、
財
産

税
正
取
引
税
と
の
耐
枕
を
共
に
否
定
し
て
非
常
時
財
政
を
如
何
に
乗
り
切
る
目
算
が
あ
る
の
か
。
勿
哨
一
刷
、
非
常
時
局
の
財
政
を
全
部

赤
字
公
債
で
文
排
し
共
の
赤
字
公
債
の
利
子
も
更
に
赤
字
公
債
で
支
耕
す
る
と
一
五
ふ
勇
敢
た
る
大
賊
大
臣
で
あ
れ
ば
別
問
題
で
あ

る
。
筆
者
は
非
常
時
財
政
の
経
突
を
凡
で
増
税
で
文
抽
析
す
べ
し
と
考
へ

τ
ゐ
た
い
、
非
常
時
絞
費
の
大
部
分
は
赤
字
公
債
で
調
達
せ

ね
ば
な
ら
む
か
、

せ
め
て
共
の
赤
字
公
債
の
利
子
だ
け
で
も
財
産
税
取
引
校
の
自
然
増
徴
又
は
増
率
で
支
緋
し
悪
性
イ
ン
フ
レ

I
シ

ヨ
ン
の
進
行
に
基
〈
副
作
用
を
消
去
し
以
て
現
代
経
済
機
構
を
政
日
何
よ
り
救
ふ
必
要
あ
り
と
信
じ
て
ゐ
る
。
試
み
に
非
常
時
局
を
考

へ
て
見
る
。
赤
字
公
的
は
山
航
す
る
、
物
阪
は
騰
貴
す
る
。

一
時
は
中
関
長
気
が
川
る
が
ゴ
ス
卜
の
騰
此
の
鴻
め
に
所
件
税
、
品
川
北

収
九
仕
枕
山
下
ザ
の
収
人
h
U
減少』叫，リ心。

金
利
生
活
必
、

体
給
比
約
者
は
収
人
ぃ
子
椛
定
し
て
ゐ
る
の
に
ん
1
T
仙
波
が
お
古
り
、

一品a
s

釘ト
L

は
品
川
け
枕

せ
ら
れ
た
の
と
同
じ
事
と
な
る
。
こ
の
際
に
性
質
の
よ
い
川
内
を
刈
t
u
し
、
貨
幣
償
値
の
下
十
点
と
共
に
所

h
M産
債
権
を
増
し
て
行

く
人
に
は
何
ら
か
の
負
拾
を
し
て
貰
は
ね
ば
な
り
ぬ
。

コ
ス
ト
の
見
訴
が
つ
か
な
い
非
常
時
に
所
仰
を
無
却
に
計
算
せ
ん
と
せ
ば
い
刊

民
間
の
守
が
激
し
く
な
る
か
ら
、
前
向
人
民
異
議
の
な
い
取
引
い
局
で
満
足
し
取
引
高
に
課
税
す
る
取
引
悦
に
よ
り
非
市
時
経
費
を
支
肺

っ
て
行
〈
ぺ
き
ぜ
あ
る
。
財

l

品
位
税
と
取
引
税
左
は
こ
の
意
味
に
於
て
非
常
時
財
加
で
あ
る
。

土
地
増
畑
山
税
、
財
内
輪
切
憤
税
の
な
い
我
闘
に
於
て
は
平
時
上
り
財
産
税
を
設
け
る
必
卦
あ
り
、
院
に
大
正
卜
一
年
の
臨
時
財
政
訓

斉
舎
で
は
第
一
策
と
し
て
財
夜
枕
の
倒
設
を
決
議
し
た
。
こ
の
財
夜
枕
は
個
人
の
み
に
謀
し
法
人
を
免
税
し
て
ゐ
る
が
、
税
率
千
介

の
問
乃
五
千
八
刀
の
十
の
累
進
税
で
あ
り
、
免
税
結
は
一
寓
闘
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
今
皮
の
財
保
税
と
は
比
較
に
た
ら
な
い
震
い
も
の

で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
地
租
偉
業
牧
谷
一
枕
を
地
方
に
会
譲
寸
る
事
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
地
租
家
屋
税
偉
業
牧
谷
税
を

税
制
整
理
案
世
論
ず

第
四
十
四
巻

四

九
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~，j.l 
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検
制
整
理
案
を
論
干

第
四
十
四
巻

五
O 

策
一
一
一
概

七
O 

市
町
村
に
還
付
す
る
今
日
の
枕
制
整
迎
案
は
大
般
の
情
勢
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
。
叫
則
廃
枕
の
長
所
は
寧
ろ
非
常
時
に
存
し
、
財
産
枕

の
増
収
に
基
き
互
額
の
戟
突
を
支
排
す
る
事
で
あ
る
。
財
産
役
の
最
も
問
題
と
な
る
の
は
財
産
評
債
の
芯
法
で
あ
っ
て
、
共
の
万
法

の
如
何
に
よ
り
良
砥
と
も
悪
院
と
も
な
る
。
財
産
税
に
う
い
て
注
怠
す
べ
き
は
今
度
の
ぬ
制
整
迎
奈
が
財
事
徴
抽
出
的
の
思
想
主
少
し

も
む
し
て
ゐ
な
い
事
で
あ
る
。
我
闘
の
大
財
産
家
の
行
動
は
必
宇
し
も
非
難
の
徐
地
注
し
1
一
は
一
年
同
は
た
い
が
、
他
の
一
面
児
例
外
に

是正戸、

t
}
t
F
3
L
L
4
f目
、

L

d
q
t
v
J
q
市
d
r
什
ね
ま
円
+
句
詑
上

2
5
J
L
j
J
'
t
、「

;
f
L
K
7
r
r
z
:
1
1〉

?
j
'
t
i
h
、
)

H

〉

'
D
L
:
t
l
!

向
3
4
λ
円

4
9
J
聖
』
本
主
主

L
u
t
H寸
』
易
相
い
利
官

σ
J一
口
肝
著
作
え
乃
し
dv
て
ま
2
r
b

討
て
可
告
は
比

閥
を
増
税
で
厩
迫
す
る
考
へ
は
少
し
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
我
が
財
閥
は
同
家
の
非
常
時
同
に
際
し
増
杭
を
通
じ
て
資
献
す
べ
き
で

あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。
但
し
財
嘩
税
法
案
中
の
財
産
評
般
の

b
訟
に
閲
し
て
は
多
一
少
検
討
を
加
ふ
べ
き
除
地
が
あ
る
。

非
常
時
財
源
の
第
二
た
る
取
引
役
は
管
業
税
の
外
形
標
準
の
復
所
と
し
て
汗
刊
が
よ
〈
な
い
。
然
し
中
小
尚
工
業
者
を
摩
迫
し
、

川
県
直
大
栄
の
消
費
生
活
を
脅
か
す
が
散
に
撤
悶
寸
べ
し
と
の
設
が
あ
る
が
、
事
者
は
へ
し
〈
認
識
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
免
税
肱

三
高
崎
と
い
ふ
制
限
を
設
け
た
か
ら
、
山
門
品
業
牧
谷
磁
を
納
め
て
ゐ
る
人
の
中
で
僅
か
一
割
五
分
が
取
引
税
を
納
め
る
事
と
た
る
。
一
見

に
個
人
偉
業
牧
九
佐
伯
尚
の
免
役
鮎
を
四
百
悶
か
ら
六
百
鴎
に
引
上
げ
る
市
す
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
営
業
牧
ハ
俳
役
を
納
め
る
人
ほ
約
四
剣

を
減
や
る
わ
け
で
あ
る
。
郎
ち
税
制
整
理
策
が
賓
施
せ
ら
れ
る
場
合
を
い
4

へ
る
の
に
、
中
商
工
業
者
の
大
多
数
は
取
引
税
を
課
せ
ら

れ
る
事
な
く
小
商
工
業
者
は
州
営
業
牧
益
段
を
免
れ
る
の
ぜ
あ
る
。
問
題
は
た
却
費
尚
が
取
引
段
に
よ
り
た
な
る
苦
痛
を
交
け
る
事
で

あ
る
。
特
に
恨
め
て
薄
利
?
間
四
際
市
場
に
来
出
し
て
ゐ
る
え
'
却
費
商
を
疋
し
め
る
事
は
凶
際
牧
支
の
ヒ
か
ら
見
て
も
よ
く
た
い
か
ら

峨
出
取
引
を
免
税
し
緩
和
を
闘
っ
た
の
勺
あ
る
。
筆
者
は
廷
に
一
つ
の
綬
初
規
定
を
提
案
し
た
い
の

t
あ
る
。
-
釘
債
設
深
移
樽
税
に

於
て
は
業
者
間
の
取
引
に
叫
剥
し
て
縫
い
枕
翠
を
課
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
外
闘
の
取
引
税
の
一
例
に
左
ら
ひ
却
費
商
の
取
引
に
封
し



低
い
税
率
を
溜
用
す
る
事
に
よ
っ
て
府
県
燃
を
喧
け
以
て
却
資
商
の
枇
合
的
機
能
を
充
分
に
品
川
揮
さ
せ
た
い
む
取
引
税
は
流
通
訟
で
あ

る
か
ら
叫
営
業
収
益
枕
程
に
は
商
工
業
者
を
苦
し
め
宇
、
消
費
税
程
に
は
大
衆
の
消
費
生
活
を
脅
す
も
の
で
は
な
い
。
現
に
米
.
肥
料
、

共
他
の
品
目
に
封
し
免
税
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
か
ら
消
究
者
の
生
活
に
重
慶
を
加
へ
る
心
配
が
概
海
と
友
る
の
で
る
る
。
勿
論
取
引

枕
は
全
然
倒
燦
せ
や
と
一
主
ふ
の
は
間
建
び
で
あ
っ
て
、
井
、
の
負
捨
の
半
分
を
業
者
が
支
沸
ひ
、
半
分
を
消
費
者
が
支
悌
ふ
と
い
ふ
の

が
公
平
の
虚
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
反
し
消
費
役
は
原
則
と
し
て
消
費
者
が
民
の
全
部
を
-
負
捨
ず
る
の
で
あ
る
。
若
し
大
衆
の
消
費
生

泊
を
脅
す
が
此
に
取
引
役
ル
一
必
定
ず
る
の
ぜ
る
れ
律
、

取
引
位
以
上
に
時
伸
明
の
可
能
性
の
た
な
る
消
賀
川
河
及
び
煙
草
事
責
に
封
し
何

h

川
、
に
ぷ
芯
的
強
慌
に
川
な
い
ム
リ
寸
あ
ら
う
か
。

世外一一一

t
数
ケ
闘
は
取
引
枕
を
採
用
し
、

事
者
の
中
に
は
取
引
院
を
租
従
制
度
の
中

同
隅
と
山
H
fし
L
-
7
7
4
3ホ
川
一

4
ら
あ
る
o

i

l

-

d

l

j

l

l

 

如
何
に
収
叶
枕
は
近
代
的
白
川
J
V
炉
一
明
日
夕

r
b
る
か
役
知
る
事
が
間
取
る

3

佐
々
芹
常
時
が
到
来
し
ち
に
時
に
財
産
院
と
取
引
枕
と
を
保
川
し
で
も
渥
く
な
い
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
財
産
院
の
本
慨
は
財
産
評
憤

↑
刀
法
の
如
何
に
あ
り
、

取
引
院
の
清
一
心
は
取
引
役
法
施
行
細
川
に
あ
っ
て
い
づ
れ
も
周
衝
な
る
調
貨
を
前
提
と
す
る
。
非
常
時
の
岬

経
の
興
奮
し
て
ゐ
る
時
に
不
用
意
に
と
の
雨
般
を
強
行
す
る
事
は
山
本
し
て
安
営
で
あ
ら
う
か
。
は
油
7

ろ
平
時
に
財
産
一
み
債
の
芯
法
と
取

引
枕
法
施
行
細
川
と
の
軌
道
を
作
っ
て
た
き
、
非
常
時
財
政
が
脱
線
せ
ね
様
に
用
意
す
べ
き
で
あ
る
。

M
外
も
耳
陀
快
い
議
論
の
み

に
陶
酔
す
る
事
左
〈
苫
き
柴
を
ち
味
っ
て
目
安
『
}
『
山
氏
い
も
の
で
あ
る
。

従
来
援
失
せ
ら
れ
た
る
反
跡
諭
と
云
へ
ば
相
績
税
、
所
得
枕
、
財
奇
枕
、
取
引
慌
の
如
き
直
接
枕
え
は
準
直
接
慌
に
限
ら
れ
間
後
消

費
税
は
一
向
に
問
趨
と
友
っ
て
ゐ
友
い
。
然
し
直
接
税
又
は
準
直
接
枕
の
軽
減
を
国
ら
ん
と
す
る
要
求
を
全
部
入
れ
る
と
ず
る
と
、

ど
ん
た
結
果
に
友
る
で
ら
う
か
。
煙
草
は
己
に
値
上
げ
し
た
。
酒
枕
、
砂
糖
消
費
税
、
織
物
消
費
枕
は
大
し
た
摩
擦
な
く
珠
定
通
り

稔
制
整
理
案
を
論
ず

第
四
十
四
巻

ヲ孟

第

語草

七



税
制
整
理
案
を
論
ず

第
四
十
四
巻

E. 

空fi.

競

七

に
引
上
げ
ら
れ
る
と
す
る
。
間
接
消
費
税
は
議
論
な
く
承
認
し
、
直
接
税
及
準
直
接
税
は
全
部
骨
抜
き
と
す
る
。
と
れ
で
岡
市
し
て
人

心
が
安
定
す
る
の
で
あ
る
か
。
折
角
新
税
制
整
理
案
で
間
接
税
偏
重
の
我
税
制
を
正
道
に
も

H

と
さ
ん
と
努
力
し
穴
に
拘
ら
や
又
も
や

従
来
と
同
じ
道
を
歩
む
事
と
た
っ
て
は
何
の
矯
め
の
税
制
改
革
か
誇
が
分
ら
左
〈
な
る
。
税
制
整
理
案
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
左
る
名
の

下
に
一
蹴
す
る
人
が
あ
る
が
、
利
害
関
係
が
錯
綜
し
時
代
の
認
識
が
瓜
々
に
分
れ
て
ゐ
る
今
日
に
於
て
は
割
論
の
筋
を
通
す
事
と
そ

第
一
の
念
務
で
あ
る
。i事

!国

税
制
鐙
理
案
修
正
の
限
界

休
品
目
明
け
議
舎
の
第
一
日
を
移
っ
た
の
み
で
康
国
内
閣
が
酎
肝
臓
し
今
や
宇
甜
一
内
閣
が
成
立
せ
ん
と
す
る
途
上
に
あ
る
。
康
問
内
閣

倒
壊
の
絞
緯
よ
り
我
困
財
政
の
将
来
を
案
や
る
に
、
如
何
友
る
大
成
大
臣
の
下
に
於
て
も
増
税
に
よ
る
粧
常
部
赤
字
の
克
服
は
必
中

之
を
行
ふ
ぺ
く
、
同
時
に
枇
曾
E
義
の
要
求
に
基
〈
租
税
制
度
の
根
本
的
整
理
も
必
や
之
を
た
さ
ね
ば
な
ら
ね
。

従
来
、
公
け
に
せ
ら
れ
た
議
論
を
見
る
と
、
何
れ
も
増
税
頼
を
削
ら
ん
と
努
力
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
増
税
に
封
し
双
手
を
象
げ

て
賛
成
す
る
人
は
一
人
も
無
い
か
も
知
れ
ね
。
然
し
私
有
財
産
、
私
入
所
得
を
有
し
て
ゐ
る
人
が
画
家
の
経
費
を
支
排
す
る
矯
め
に

私
有
財
産
、
私
入
所
得
の
幾
分
を
提
供
す
る
事
を
並
否
す
れ
ば
現
代
経
済
機
構
は
成
立
し
友
〈
左
る
。
現
に
昭
和
五
年
閣
官
千
百
一

信
闘
の
中
で
九
百
二
十
億
闘
は
私
有
財
産
で
あ
り
・
国
民
所
得
百
六
億
闘
の
中
で
百
二
倍
闘
は
私
入
所
得
で
あ
る
。
か
く
て
我
闘
の

必
要
と
す
る
経
費
は
結
局
は
私
布
財
産
、
私
入
所
得
よ
り
之
を
支
耕
せ
ね
ば
た
ら
む
。

仮
り
に
増
税
額
を
削
る
と
す
れ
ば
其
の
代
り
財
源
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
共
の
方
法
は
次
の
四
つ
に
分
れ
る
。

第
一
は
経
常
費
を
減
十
る
方
法
で
る
る
が
、
凶
防
費
と
・
文
治
費
と
岡
償
費
と
の
一
仰
れ
を
減
、
ヂ
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
。
閣
僚
費
は



低
金
利
政
策
が
一
段
落
を
告
げ
闘
債
務
行
額
が
増
し
℃
ゐ
る
際
で
あ
る
か
ら
、

増
し
と
そ
す
れ
減
十
る
事
が
友
い
。
然
ら
ぽ
国
防
費

と
交
治
費
と
の
何
れ
を
削
る
か
と
友
る
胃
亡
、
或
は
抵
抗
力
の
少
い
文
治
費
に
斧
を
加
へ
る
事
に
な
る
か
も
知
れ
友
い
。
経
常
費
を
か

、
る
方
法
で
削
る
事
は
果
し
て
受
賞
で
あ
ら
う
か
。

第
二
は
特
別
曾
計
よ
り
の
目
標
入
を
増
す
方
法
で
あ
る
。
一
専
寅
局
経
金
の
線
入
の
増
加
は
巳
K
終
り
、
外
地
特
別
舎
討
に
鈴
り
多
〈

を
期
待
す
る
事
は
外
地
統
治
政
策
上
よ
り
喜
ぶ
べ
き
で
左
い
。
と

L
K
残
さ
れ
た
る
方
法
は
企
業
特
別
合
計
に
依
韻
ず
る
事
で
あ
る

が
、
資
際
問
題
と
し
て
は
犬
し
た
期
待
を
持
ち
得
な
い

3

)
 

第
一
二
の
方
法
は
成
棋
の
榊
舵
を
削
る
』
と
も
に
共
の
代
り
財
源
を
他
の
租
税
の
増
加
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
然
し
一
中
央
財
政
と

(
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出肩
書害

六
税
務
行
政
の
刷
新
と
云
ふ
‘
誰
し
も
異
議
の
無
い
六
目
標
を
掲
げ
樹
立
せ
ら

れ
た
る
税
制
整
理
案
で
あ
る
。

一
部
分
を
削
っ
て
他
の
部
分
に
加
へ
る
と
云
ふ
事
は
全
慢
の
構
造
の
上
か
ら
見
て
不
自
然
で
あ
る
。

最
後
に
最
悪
の
方
法
と
し
て
絶
封
に
川
町
〈
ぺ
き
は
経
常
牧
入
た
る
租
税
の
紋
陥
を
臨
時
収
入
た
る
赤
字
公
債
で
楠
ふ
事
で
あ
る
。

経
常
的
赤
字
を
克
服
し
賂
来
の
財
政
計
蓄
を
樹
立
す
る
事
が
今
岡
の
税
制
整
理
の
題
目
で
る
っ
て
、
こ
れ
を
裏
切
っ
て
は
税
制
啓
明

は
無
意
味
と
友
る
。
こ
の
経
常
的
赤
字
を
共
の
ま
h

に
し
た
矯
め
に
、
井
上
蔵
相
時
代
の
四
千
寓
尉
増
税
計
書
が
藤
井
蔵
相
時
代
に

更
に
増
し
遂
に
馬
場
蔵
相
の
三
億
園
増
税
計
叢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
氏
忙
租
税
ム
」
云
ふ
請
求
書
を
示
ナ
事
た
〈
し
て
不
知
不
識

の
中
に
経
常
費
を
膨
張
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
不
足
を
臨
時
牧
入
た
る
赤
字
公
債
で
補
ふ
事
を
繰
返
へ
す
と
財
界
の
将

来
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
赤
字
公
債
の
金
煩
の
問
題
に
止
ま
ら
や
財
政
に
針
す
る
認
識
の
存
否
に
か
L

る。

税
制
整
理
由
来
を
諭
ず

第
四
十
四
巻

二
五
三

第
二
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七



税
制
整
湖
町
案
を
諭
ず

第
四
寸
凶
巻

五
l叫
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増
税
を
含
む
税
制
整
理
を
一
日
も
早
く
資
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
寅
に
経
常
部
亦
字
を
在
服
す
る
に
あ
っ
た
。
議
舎
が
増
税
稲
を

減
十
る
事
あ
り
と
す
る
も
、
共
の
補
充
は
必
宇
や
経
常
費
の
節
約
か
他
の
経
常
牧
入
の
増
加
か
に
よ
っ
て
行
ふ
べ
〈
、
臨
時
牧
入
た

る
赤
字
公
債
を
も
り
で
経
常
収
入
の
不
足
を
怖
ふ
事
は
絶
叫
到
に
避
け
ね
ば
な
ら
む
。
勿
論
、
現
代
経
済
機
構
を
破
壊
し
て
も
差
支
ヘ

な
い
と
云
ふ
の
で
あ
れ
ば
共
れ
は
入
よ
く
別
問
題
で
あ
る
。

市
中
品
引
も
決
し
て
財
界
の
安
定
を
磁
牧
に
し
て
ま
で
も
枇
向
日
正
義
の
明
暗
卜
訓
に
活
逃
す
る
も
の

J

し
な
い
り

fJ4 

1，: 

負
~~i 
を

か
付
大
所
得
者
に
大
訟
る
負
捻
を
か
行
る
事
い
勿
H

酬
で
あ
る
が
、
大
町
山
刊
行
聖
地
主
息
吃
し
め
ゐ
如

JPE
と
い
い
桜
丸
と
れ
そ
能
付
た
い

株
式
配
賞
金
の
四
割
按
除
を
「
営
分
の
内
」
二
割
樫
除
と
す
る
の
も
一
方
法
か
も
知
れ
ぬ
。
叉
「
営
分
の
内
」
の
規
定
を
枇
債
利
子
・
地

方
債
利
子
に
及
ぼ
す
の
も
一
策
で
あ
る
。
所
得
税
、
相
積
税
の
税
率
が
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
の
を
絞
和
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ

向
。
有
債
説
家
移
締
役
で
業
者
間
の
取
引
を
軽
〈
課
税
し
て
ゐ
る
か
ら
、
取
引
税
で
も
却
費
商
の
取
引
を
較
〈
課
税
す
る
必
要
が
あ

る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
修
正
は
程
度
の
問
題
に
止
む
べ
く
、
六
大
原
則
の
一
件
現
実
は
出
来
る
だ
け
避
け
ね
ば
な
ら
お
。
税
制
整
理
案
の

修
正
を
専
ら
大
所
得
者
、
大
商
工
業
者
の
負
捨
の
軽
減
の
み
に
向
け
る
如
き
は
、
時
代
の
認
識
を
徐
り
に
も
外
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

と
誌
に
税
制
整
理
案
の
修
正
の
限
界
が
存
し
て
ゐ
る
。

近
〈
議
曾
が
再
び
開
か
れ
る
事
で
あ
ら
う
。
図
策
の
中
に
は
本
年
中
に
解
決
し
な
く
て
も
よ
い
も
の
も
あ
る
が
、
議
算
ば
か
り
は

必
十
成
立
せ
し
む
ぺ
〈
従
っ
て
税
制
整
理
も
焦
眉
の
念
の
問
題
と
な
っ
で
ゐ
る
。
庶
政
一
新
は
決
し
て
議
舎
の
租
枕
協
賛
槙
を
束
縛

す
る
も
の
で
友
〈
議
帝
国
は
濁
自
の
立
場
で
税
制
整
迎
案
を
容
議
寸
べ
き
で
あ
る
。
然
し
我
園
の
財
政
の
整
理
は
遷
延
を
許
さ
な
い
事

情
に
あ
る
か
ら
、
修
正
を
す
る
時
に
も
必
や
我
園
の
財
政
を
如
何
に
し
て
軌
道
に
反
寸
べ
き
か
の
建
設
的
精
榊
に
基
き
之
を
た
す
べ

き
で
あ
る
。
後
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
式
の
問
題
の
扱
ひ
方
は
、
庶
政
一
新
の
議
舎
は
放
て
し
な
い
と
信
や
る
。


